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F

清
河
市
長
か

ら
お
祝

い
を
受
取
る
フ
セ
さ
ん

平
崎
フ
セ
さ
ん

(
一
O
O歳
、
平
沢
八
二
九
)

「と
く
に
養
生
し
た
こ
と
も
な
く
、

今
ま
で
き
ま
し
た
」
と
い
う
平
崎
さ
ん

は
、
明
治
十
二
年
八
月
二
十
七
日
生
ま

れ
で
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
市
内

最
高
齢
者
で
す
。
現
在
は
長
男
で
跡
と

り
の
清
松
さ
ん
(
八
十
歳
)
と
二
人
暮

ら
し
。
フ
セ
さ
ん
は
、
白
髪
だ
が
色
白

で
し
わ
も
少
く
、
年
の
割
に
元
気
で
便

所
へ
一
人
で
行
く
ほ
ど
。
耳
は
遠
い
が

話
す
口
調
も
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
と

て
も
百
歳
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

フ
セ
さ
ん
は
若
い
時
よ
り
病
気
ら
し

い
病
気
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
の
と
、

空
気
の
い
い
山
で
、
気
楽
な
親
子
水
い

ら
ず
の
生
活
が
長
寿
の
秘
け
つ
で
は
な

い
か
と
話
し
て
い
ま
す
。

め
で
た
く
、
百
寿
を
迎
え
ら
れ
た
、

八
月
二
十
七
日
に
、
県
知
事
、
市
長
よ

り
祝
状
、
祝
品
を
贈
呈
し
、
そ
の
長
寿

を
祝
い
ま
し
た
。

今
後
、

一
層
健
康
で
百
歳
以
上
い
つ

ま
で
も
長
命
の
記
録
を
伸
ば
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

。
老
人
福
祉
月
間
行
事
日
程
砂

%
1
u

-j
十
八
歳
、
九
十
歳
の
高
齢
者

宅
市
長
訪
問
、

(八
十
八
歳
、

二
十
三

名
、
九
十
歳
、
十
四
名
)

%
ね
た
き
り
老
人
介
護
手
当
支
給
日

%
t泌
養
護
老
人
ホ
i
ム
入
所
者
温
泉

一
泊
招
待
、
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人

温
泉

一
泊
招
待

魚
津
市
社
会
福
祉
大
会

% 

-v ・・4・.巴

ノ
月
臨
時
市
議
会
は
、

J
月
七
日
に

聞
か
れ
、
次
の
議
案
を
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

V
議
決
さ
れ
た
議
案

企元気い っぱいのフセさん

口
五
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
二
千
三
百

九
十
二
万
三
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
七
十
九

億
八
千
三
百
九
十
三
万
九
千
円
と
す
る

も
の
で
そ
の
内
容
は
、

上
中
島
小
学
校
校
舎
危
険
改
築
工
事
費
一

千
百
十
万
七
千
円
と
経
団
小
学
校
体
育

館
危
険
改
築
工
事
費
六
百
八
十

一
万
六

千
円
を
追
加
し
、
ま
た
、
東
部
中
学
校

体
育
館
の
修
繕
工
事
費
六
百
万
円
を
計

上
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
財
源
は
、
繰
越
金
を
充
当

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

口
魚
津
市
営
霊
園
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

口
上
中
島
小
学
校
校
舎
危
険
改
築
工
事

請
負
契
約
に
つ
い
て

契
約
の
目
的
上
中
島
小
学
校
校
舎

危
険
改
築
工
事

契
約
金
額
一
億
円

契
約
の
相
手
方
共
同
建
設
株
式
会

社
魚
津
出
張
所

五
十
五
年
三
月
十
日

完
成
予
定

No.4 

(2) 

園
、
選
挙
運
動

ω
選
挙
運
動
と
は
:
:
:

O

特
定
の
選
挙
で
、
特
定
の
候
補
者

の
当
選
を
目
的
と
し
て
、
投
票
を
得

ま
た
は
得
さ
せ
る
た
め
直
接
ま
た
は

間
接
に
必
要
か
つ
有
利
な
行
為
を
い

う
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

O

投
票
日
が
公
示
(
告
示
)
さ
れ
て

い
な
く
と
も
、
だ
れ
の
目
か
ら
見
て

も
何
選
挙
で
あ
る
か
わ
か
る
よ
う
な

場
合
も
特
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

illll ・lU、

うまい話にやトゲがある・・・・O

選
挙
人
に
働
き
か
け
る
の
は
、
直

接
、
何
々
に
投
票
し
て
く
だ
さ
い
と

い
う
こ
と
に
限
ら
ず
、
何
々
に
投
票

し
な
い
で
く
だ
さ
い
と
頼
む
こ
と
や
、

単
に
特
定
候
補
者
の
名
前
を
選
挙
人

に
知
ら
せ
る
こ
と
な
ど
も
、
当
選
を

目
的
と
し
て
お
れ
ば
選
挙
運
動
と
な

り
ま
す
。

K、
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ヘV
選
挙
一
口
メ
モ

選
挙
の
公
示
と
告
示

公
示
ま
た
は
告
示
と
は
、
あ
る
一
定

の
こ
と
を
広
く
住
民
に
知
ら
せ
る
こ
と

で
、
選
挙
法
で
は
、
衆
議
院
の
総
選
挙

と
、
参
議
院
の
通
常
選
挙
の
と
き
だ
け
、

天
皇
の
詔
書
で
選
挙
を
行
う
こ
と
が
公

表
さ
れ
る
の
で
、
と
く
に
こ
れ
を
公
示

と
い
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
の
選
挙
に

つ
い
て
は
、
そ
の
選
挙
を
管
理
す
る
選

挙
管
理
委
員
会
が
公
表
し
、
こ
れ
を
告

示
と
い
っ
て
い
る
。
効
力
に
つ
い
て
は

公
示
と
告
示
の
差
異
は
な
い
。

持
新
有
権
者

感
想
文
募
集

一、

応
募
内
容
と
標
題

新
有
権
者
と
し
て
の
感
想
ま
た
は
、

選
挙
を
経
験
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

地
方
自
治
や
国
政
へ
の
参
加
に
つ
い

て
感
じ
た
こ
と
。

標
題
は
、
そ
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
と
し
ま
す
。

二
、
字
数

二
、
0
0
0字
以
内
(四

O
O字
詰

原
稿
用
紙
五
枚
以
内
)

三
、
応
募
資
格

昭
和
三
十
四
年
一
月
一
日
か
ら
昭

和
三
十
五
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

の
聞
に
生
ま
れ
た
も
の
。

四
、
締
切
期
日

五
十
四
年
十
月
三
十
一
日

五
、
提
出
先

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会
ま
た
は

富
山
県
選
挙
管
理
委
員
会

六
、
入
選
発
表

JUKご

若い芽に願いを二めτ投.を H

， 
J 

eE盟璽霊霊園
一世紀を生ぬいだ人……………2

市政の動き

選挙の知識④….....・ H ・.....・ H ・...3

収穫時の震機異安全使用の徹底を

省エネルギー情報②・…....・ H ・...4

秋の全国受通安全運動….....・ H ・5

国保だより……...・H ・..…………6

宮津霊園墓地を分譲

うまい魚津米総仕上げの山得…ア

あなだの夢を県政に

みんなの疋いいく…………8-----9

みんなのねんきん・..........・・・・・・・10

あなだと図書館.....................11 

保健だより・・..........・・・・・・・・・12-----13

お知らせ.....................・・・14-----15

ふるさとの文化財(30)............・・・16

五
十
五
年
一
月
初
旬

七
、
賞優

秀
作
品
に
は
、
自
治
大
臣
、
側

明
る
い
選
挙
推
進
協
会
長
、
富
山
県

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長
の
賞
状
を

授
与
し
、
副
賞
を
贈
る
。

八
、
そ
の
他

詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
市
選
挙
管

理
委
員
会
ま
た
は
富
山
県
選
挙
管
理

委
員
会
に
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

収
穫
時
の
農
機
具
安
全
使
用
の
徹
底
を

秋
季
農
作
業
安
全
運
動
実
施
期
間

九
月
三
十
日
ま
で

る
だ
け
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

一二、
作
業
計
画
は
、
機
械
の
性
能
、
使
用

者
の
技
能
な
ど
を
考
慮
し
て
た
て
る
。

回
、
始
業
前
に
は
充
分
機
械
の
点
検
を
行

い
、
運
転
中
は
異
常
者
な
ど
に
注
意

す
る
。

機
種
別
重
点
注
意
事
項

マ
コ
ン
バ
イ
ン

一、
作
業
中
危
険
な
と
こ
ろ
へ
手
を
入
れ

な
い
。

二、
脱
穀
部
や
カ
ッ
タ
ー
の
詰
ま
り
な
ど

の
除
去
は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め

て
か
ら
除
去
す
る
。

最
近
の
高
性
能
な
農
業
機
械
の
導
入

と
、
兼
業
化
の
進
展
で
、
作
業
機
械
の

操
作
の
未
熟
さ
な
ど
か
ら
事
故
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
た
の
し
い
実
り
の
秋
を
、

悲
し
い
も
の
に
し
な
い
た
め
「
秋
季
農

作
業
安
全
運
動
」
を
展
開
し
ま
す
。

次
の
心
得
な
ど
を
守
っ
て
安
全
に
取

り
入
れ
を
終
り
ま
し
ょ
う
。

作
業
安
全
の
心
得

て
農
機
具
の
使
用
説
明
書
を
よ
く
読
ん

で
正
し
い
操
作
を
す
る
。

弓
機
械
を
使
う
と
き
の
服
装
は
機
械
に

巻
き
こ
ま
れ
な
い
服
装
に
し
、
で
き

表紙・おひるねの身支度

F12!じ~'~I"'-

d誼・・・・晶、
I!"~， "，二4ヨ- μl
~!，.J・..cil' . -:i4!同調圃'，; /1
彊.E._~ 11苫E・・.....山 、 嗣~，.1_;-_1

U~-i ll園長 ~71・事:J

「きあーパジャマに着がえましょ

うりと、いう誘いに皆んな着替え

袋を出して、パジャマに着替えで

す。服が脱げず泣いていた子、う

らがえしに着ていた子、後ろ前に

着ていた子どもたちでしたが、今

はひとりで、上手に着替えられる

ようになりました。

rooちゃん、ボタ ンが違うより

「ノマジャマのシ ッポが出ているよ。

いいがに直じてあげっちやり と、

友だちと助け合いながら服をたた

んで、おひるねの準備完了です。

「先生、見てきれいに出来たより

と、うれしそうな満足そうな顔。

こんな小さな出来事でも、子ど

もたちには一つ、一つ出来た満足

感と、自信で心はいっぱいにふく

らんでいくことでしょう。

安伊子

経団保育園きく組

担任保母 川合

=一、
運
転
者
と
補
助
者
は
、
常
に
仕
事
の

手
順
を
打
ち
合
わ
せ
、
気
を
く
ば
り

な
が
ら
機
械
の
操
作
を
行
う
。

マ
乾
燥
機

一、
使
用
前
に
油
漏
れ
、
ベ
ル
ト
の
ゆ
る

み
、
バ

l
ナ
な
ど
の
点
検
を
充
分
に

行
う
。

ニ、
乾
燥
中
は
、
必
ず
人
が
つ
く
よ
う
に

す
る
。

=一、
乾
燥
機
の
周
囲
は
、
常
に
整
理
し
て

燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か
な
い
。

回
、
安
全
器
の
ヒ
ュ

ー
ズ
は
適
正
な
も
の

を
使
い
仮
工
事
で
の
使
用
は
し
な
い
。

000  ~ 
徹 貫 栄 標
夜禄?養 語
のはの ( 
麻了腹パる健
雀手を?主要
健 J 出ど主主プ
康す〈白白¥

く」り
オよずよ振

22Z2輿
ン見室財

通桑t 周
せいか

(3) 
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省

エ
ネ
ル
ギ
ー
情
報

@ 

今
月
は
先
月
号
に
掲
載
し
た
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
節
約
方
法
」
の
続
き
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
二
回
に
わ
た
っ
て
お
す
す
め

し
た
節
約
方
法
を
み
な
さ
ん
が
心
掛
け

て
実
行
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、
エ
ネ
ル
ギ

電気温水器の場合

電気代にして

348円

電気温水器の場合

電気代として

2，000円

286円

5.生活習慣の工夫

(1) 連続入浴のすすめ

週に一度、家族そろって連続的に入浴

する 。(7月-9月を除<) 

(2) 夏にはシャワーの利用

7月-9月は入浴とシャワーを隔日に

利用する。

(3) 帰宅時間を早くする。

家族一緒にする食事回数を週一回増加

(年52回増加)

何、ー-
合内グ〉来り節

ー
事
情
も
早
急
な
危
機
を
ま
ぬ
が
れ
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
す
れ

ば
当
分
日
常
生
活
に
事
欠
く
こ
と
も
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

自
分
だ
け
が
先
行
き
の
不
安
を
除
こ

う
と
買
い
だ
め
を
し
た
り
す
る

こ
と
が
ひ
い
て
は
パ
ニ
ッ
ク
を

引
誘
引
す
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね

悦

ま

せ
ん
。
冷
静
に
事
態
に
対
処

析
で
き
る
心
構
え
と
適
格
な
情
報

ん
サ
d制

収
集
に
努
め
て
く
だ
さ
い
ま
す

卜
ょ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

E
V
 

今
寸エ-月間最大電力の推移

"flJikW 

90 

100 

80 

「
暮
ら
し
の
中
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

.私
の
提
案
」
募
集

経
済
企
画
庁
で
は
見
出
し
の
提
案
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。
四
百
字
詰
め
原

稿
用
紙
五
枚
程
度
に
ま
と
め
富
山
県
県

民
生
活
課
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
締

切
り
は
十
月
一
日
(
消
印
有
効
)
で
す
。

く
わ
し
く
は
送
り
先
又
は
市
役
所
総
務

課
行
政
係
(
宮
②
|
2
2
0
0
内
線
2

5
8
)
ま
で
間
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

B{14河153年三!主

一一ーーーーー- Bs狗45年度

昭事135年Ie:

3)J 12 11 10 

70 

50 
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20 

10 

60 

40 

今
月
は
「
ガ
ス
漏
れ
警
報
器
の
設
置
促
進
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
お
り
ま
す
。

警
報
器
は
、
眼
に
見
え
な
い
ガ
ス
を
い
ち
は
や
く

キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
に
よ
る
事
故
を
未

然
に
防
止
し
ま
す
。

瞥
報
器
は
、
高
圧
ガ
ス
保
安
協
会
の
グ
リ
ー
ン
ラ

ベ
ル
を
貼
っ
て
あ
る
も
の
を
お
使
い
下
さ
い
。

も
し
、
普
報
器
が
鳴
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
す
べ
て

の
火
を
消
し
て
元
せ
ん
を
す
ば
や
く
閉
め
ま
し
ょ
う
。

次
に
窓
や
戸
を
開
け
て
換
気
を
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
で
も
鳴
り
や
ま
な
か
っ
た
ら
、
販
売
庖
に
連

絡
し
、
点
検
を
受
け
る
ま
で
、
ガ
ス
を
使
わ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

(4) 

「電力調査統計月額J による。

厨

傷害

灯
油
・
ガ
ソ
リ
ン
は
適
量
で
保
管
し
よ
う

最
近
一
般
家
庭
や
事
業
所
な
ど
で
、
る
様
心
掛
け
し
た
い
も
の
で
す
。

灯
油

・
ガ
ソ
リ
ン

・
軽
油
・
重
油
な
ど
(
こ
れ
に
反
す
る
と
厳
し
い
罰
則
が
適

が
多
量
に
保
管

・
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
の
用
さ
れ
ま
す
。
)

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
危
険
。
貯
蔵
に
許
可
が
必
要
と
な
る
量

物

を

一

定

量

(

つ

ぎ

の

と

お

り

)

以

上

ガ

ソ

リ

ン

一

oot

保

管

貯

蔵

す

る

と

き

は

、

許

可

が

必

要

灯

油

五

O
O
t

と

さ

れ

て

い

ま

す

。

互

い

に

社

会

の

ル

軽

油

五

0
0
4

|
ル
を
守
り
、
万

が

一

の

火

災

に

備

え

重

油

二

0
0
0
4
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子
供
と
お
年
寄
り
を
守
ろ
う

今
年
も
九
月
二
十
一
日
か
ら
三
十
日

ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
今
年
に

入
っ
て
交
通
事
故
で
亡
く
な
っ
た
方
は
、

六
月
末
日
で
三
千
九
百
二
十
三
人

(全

国
)。
昨
年
の
同
じ
時
期
に
比
べ
て
、
二

百
十
二
人

(五

・
一
%
)
減
っ

て
い
ま

す
が
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
お
よ
び

負
傷
者
の
数
は
、
逆
に
増
え
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
亡
く
な
っ
た
方
で
は
、
相
変

わ
ら
ず
子
供
と
お
年
寄
り
が
多
く
、
原

動
機
付
き
自
転
車
の
事
故
に
よ
る
死
者

も
含
め
て
、
道
路
交
通
の
上
で

H

弱
い

立
場
。
に
あ
る
人
々
の
犠
牲
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
死
亡
事
故
の
原
因
を
ド
ラ

イ
バ
ー
の
側
か
ら
見
ま
す
と
「
ス
ピ
ー

ド
違
反
」
を
ト
ッ
プ
に
「
わ
き
見
運
転
」

「酒
酔
い
運
転
」
と
続
き
、
こ
の
傾
向

お
母
さ
ん
、
交
通
ル
!
ル
は

守
っ
て
い
ま
す
か
グ

市
交
通
指
導
員
(
補
導
員
)
会
で
は
、

自
転
車
、
歩
行
者
の
交
通
マ
ナ
ー
、
モ

ラ
ル
が
ど
の
程
度
守
ら
れ
て
い
る
か
を

調
べ
る
た
め
、
中
央
通
り
交
差
点
で
一

週
間
に
わ
た
り
、
そ
の
実
態
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

調
査
し
た
の
は
、

一
日
平
均
四
百
四

十

一
人
、
延
べ
二
千
六
百
四
十
七
人
(自

転
車
千
三
百
四
十
五
台
、
歩
行
者
千
三

百
二
人
)
で
す
が
、
こ
の
う
ち
な
ん
ら

か
の
形
で
交
通
ル
l
ル
に
違
反
し
て
い

た
人
は
、
両
者
合
わ
せ
て
六
百
六
十
九

人
も
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も
自
転
車

に
よ
る
違
反
が
圧
倒
的
に
多
く
、
婦
人

方
が
そ
の
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
占

め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
こ

は
こ
こ
数
年
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
へ
の
慣

れ
や
、
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
な
ど
ド
ラ

イ
バ
ー
と
し
て
の
基
本
的
事
柄
を
き
ち

ん
と
実
践
し
て
こ
そ
、
「
事
故
の
な
い
明

る
い
社
会
」
へ
の
第
一
歩
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
今
年
は
、

V
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
防
止

V
自
転
車
お
よ
び
原
動
機
付
き
自
転

車
の
安
全
利
用
の
促
進

V
安
全
運
転
の
確
保
と
シ

i
ト
ベ
ル

ト
着
用
の
推
進

の
三
項
目
を
重
点
テ
ー
マ
に
、
国
民

総
ぐ
る
み
で
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

の
中
の
大
半
が

H

車
は
左
側
を
。
の
原

則
を
無
視
し
た
も
の
で
し
た
。

過
激
な
交
通
時
代
に
あ
っ
て
、
人
と

車
が
共
存
共
栄
し
て
い
く
に
は
、
互
い

に
交
通
ル
l
ル
を
守
り
、
譲
り
合
う
こ

と
こ
そ
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

自
転
車
は
「
右
左
折
の
合
図
」
や
信

号
を
き
ち
ん
と
守
り
、
歩
行
者
は
「
横

断
歩
道
」
を
渡
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ

、っ
。調

査
の
結
果
は
、
次
表
の
と
お
り
で

す
。
あ
な
た
は
違
反
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
か
。

果

¥ 一i弘日(司2平:伐.6均4対7人44象)1人 It 偶一成一一比一 l!l! 反 者 違 反 官!lA辺、 様

1，345人 ¥ 構成比
左側通行を 右左折の合 二人乗りな

50.8 人数 しなかった 図をしなか 信号無視 ど不安定な
自 (一日平均担4台) % 者 った者 乗車

転 大人
217 

38.1 
134 25 35 23 

事 回 (女性) % 

大人 32.7 
手IJ 0ルール遵守者 57.7 (男性)

186 
% 

130 22 26 8 

用 776人 % 
子供

101 
17.8 77 7 16 

者 0ルール違反者 42.3 
(男子) % 

569人 % 子供
65 

11.4 59 4 2 。
(女子) % 

1，302人 ¥ 構成比
右側通行或い 横断歩道を利

49.2 人数 は歩道通行者を 信号無視 用しなかった

歩 (一日平均 217人) % しなかった 者

大人
56 56% .0 16 16 24 

団 (女性)

fr 大人 26% .0 
0ルール遂守者 92.3 (男性)

26 3 4 19 

1，202人 % 
子供

9 9.0 。 l 8 
者 0ルール違反者 7.7 

(男子) % 

100人 % 子供
9 9% .0 4 2 3 

(女子)

(5) 

結施実
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現
在
皆
さ
ん
が
使
用
し
て
い
る
紫
色

の
国
民
健
康
保
険
の
保
険
証
は
、
九
月

三
十
日
で
無
効
と
な
り
ま
す
。

十
月
一
日
か
ら
は
黄
緑
色
の
ふ
ち
ど

り
の
新
し
い
保
険
証

と
な
り
ま
す
。

こ
の
新
し
い
保
険

証
は
、
九
月
中
に
各

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
、

国
保
加
入
世
帯
へ
配

布
さ
れ
ま
す
。

国
保
加
入
世
帯
の

方
は
、
古
い
保
険
証

を
区
長
さ
ん
に
返
し

て
か
ら
、
新
し
い
保

宮
津
霊
園
墓
地
を
分
譲

申
込
み
は
九
月

市
で
は
墓
地
の
分
譲
希
望
も
多
い
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
ん
ど
三
、

O
八
七
平
方
メ

ー
ト
ル
の
土
地
を
買
収
し
て
整
地
工
事

を
す
す
め
て
い
ま
す
。
分
譲
す
る
墓
地

は
、
富
津
霊
園
の
南
側
に
あ
た
り
ま
す

が
、
約
二
七
八
区
画
を
予
定
し
て
い
ま

す
。工

事
の
完
了
は
十
月
上
旬
ご
ろ
で
す

が
、
市
で
は
分
譲
希
望
者
の
申
込
み
を

九
月
五
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
市
役

所
都
市
計
画
課
で
受
付
し
ま
す
。

一
十
日
ま
で

た
だ
し
使
用
許
可
に
な
っ
て
か
ら
昭

和
五
十
六
年
十
二
月
末
日
ま
で
に
目
的

の
使
用
設
備
を
す
る
こ
と
を
条
件
と
し

ま
す
。
(
期
日
ま
で
に
使
用
し
な
い
と
き

は
許
可
を
取
消
さ
れ
市
に
返
還
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。)
又
、
す
で
に
お
申

込
み
に
な
っ
て
い
る
人
で
も
分
譲
希
望

面
積
な
ど
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、

改
め
て
申
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。な

お
申
込
み
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

険
証
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

受
け
取
っ
た
新
し
い
保
険
証
の
記
載

事
項
な
ど
に
ま
ち
が
い
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
市
民
課
国
保
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
電
話
は
、
市
役
所
内
線
2
1
8

番
で
す
。

ま
た
、
保
険
証
を
使
用
し
て
い
る
家

庭
で
は
、
十
月
五
日
ま
で
に
区
長
さ
ん

に
返
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
新
し
い
保
険
証
は
十
月

一
日
か

ら
使
用
で
き
ま
す
が
、
保
険
証
の
記
載

事
項
は
九
月
十
九
日
現
在
の
も
の
で
す

の
で
、
九
月
二
十
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
の
聞
に
異
動
の
あ
っ
た
世
帯
は
、

保
険
証
を
持
っ
て
市
民
課
の
窓
口
ま
で

お
い
で
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
の
有
効
期
間
は
五
十

六
年
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
か
ら
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
抽
選
日
は
後

日
各
自
に
連
絡
し
ま
す
。

マ
分
譲
墓
地
数
と
使
用
料

霊
園
使
用
料
は
、
墓
地
を
売
却
す
る

の
で
な
く
半
永
久
的
に
お
貸
し
し
て
使

用
し
て
い
た
だ
く
料
金
で
す
。
こ
の
料

金
は

一
0
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で

一
平
方

メ
ー
ト
ル
あ
た
り

一
万
七
千
円
で
す
。

従
っ
て
今
回
の
申
込
み
は
、
次
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。

平方1 6 平方イ5 画区

1卜t.. YトL 
干σ簡貨コ

。 五;i、 使

0 0 0 円 0 0 0 円

用

料

散a予定分n i¥ 

七画九区
画区

就
業
構
造
基
本
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
す

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
国
や
地
方

公
共
団
体
な
ど
の
雇
用
、
失
業
対
策
を

は
じ
め
、
諸
施
策
立
案
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
世
帯
を
代
表

す
る
よ
う
に
選
定
し
た
世
帯
に
居
住
す

る
十
五
歳
以
上
の
世
帯
に
つ
い
て
、「ふ

だ
ん
し
て
い
る
仕
事
の
状
態
」
や
「
仕

事
に
対
す
る
希
望
意
識
」
な
ど
の
ほ
か
、

「九
月
末
一
週
間
の
就
業
状
態
」
を
調

べ
、
全
国
民
の
就
業
、
不
就
業
の
実
態

を
種
々
の
側
面
か
ら
、
全
国
及
び
地
域

別
に
明
ら
か
に
し
ま
す
。

九
月
下
旬
に
、
調
査
員
が
調
査
票
記

入
の
依
頼
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

計
量
器
の
検
査

は
じ
ま
る

富
山
県
計
量
検
定
所
で
は
、
五
十
四

年
度
の
計
量
器
定
期
検
査
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
営
業
用
な
ど
に
「
は
か

り
」
を
使
用
し
て
い
る
方
は
、近
く
の
検

査
場
所
で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

(6) 

12 11 9 8 
" 

5 4 3 2 日11月0 月日日 日 日 日 日 日 日 日

M 午時後3午前時13 0 正午でま午前時10 時午後3時午f1 主正午でま午1時後0 午時後3午時前10 時
11 

" I " 
11 

間i

館海市民S会K 
学校村本小 大町小学校 喜

所在計器量
M 五諜化重斜 11 

所在3量器十

場倹所査
場の所の 湯所のの

地部区本江 道下
町大地区 地絵区図 下野方豊 力地積区日 地本江区道下

地村本区加棟経困 西I片2R道下の4 検

村木
地村木区

査

大町 地
の 区

富
山
県
発
明
と
く
ふ
う
展

富
山
県
発
明
と
く
ふ
う
展
は
、
次
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

マ
応
募
資
格
l
富
山
県
に
在
住
す
る
小

学
生
以
上
の
方

マ
応
募
作
品
l
①
有
益
な
産
業
製
品
新

製
品
、
創
意
く
ふ
う
品
、
②
特
許
実

用
新
案
、
意
匠
に
関
す
る
登
録
済
出

願
中
の
製
品
、
③
生
活
の
中
に
ご
く

身
近
な
創
意
く
ふ
う
品

マ
申
込
み

1
所
定
の
申
込
書
に
よ
り

高
岡
市
中
川
一
ー
一
ー
一

O
富
山
県

工
業
試
験
場
内
富
山
県
発
明
と
く

ふ
う
展
事
務
局

(8
0
7
6
6
1
幻

1
2
1
2
1
)
 

マ
申
込
締
切
日

l
九
月
十
七
日
開

マ
作
品
の
展
示

1
十
月
四
日
嗣
五
日
働

マ
展
示
場
所
1
富
山
市
産
業
奨
励
館

く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
商
工
観

光
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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青
人少

年 の
育成 我子

同がも
色 じ 子
津愛も
市の
民ム
会チ
議

』
F

諏
訪
海
岸
で
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち 国際児童年1979

つ
く
る
な
胴
割
米
、
だ
す
な
過
乾
燥
米
、
着
色
米

排
水
溝
を
堀
り
、
水
は
け
を
よ
く
す
る
。

収
穫
作
業
を
計
画
的
に

農
業
機
械
の
整
備
点
検
は
早
目
に

農
作
業
事
故
の
防
止
、
乾
燥
機
の
火

災
事
故
の
根
絶

(
黒
部
農
業
改
良
普
及
所
魚
津
支
所
)

あ
な
た
の
夢
を
県
政
に
|

|

郷
土
に
関
す
る
図
画

作
文
を
募
集

|

|
し
め
き
り
は
九
月
二
十
日
|

|

県
で
は
県
民
参
加
の
住
み
よ
い
郷
土

づ
く
り
を
一
層
す
す
め
る
た
め
、
本
年

も
次
の
要
領
で
郷
土
に
関
す
る
図
画
・

作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

県
民
の
み
な
さ
ん
こ
ぞ
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

マ
募
集
期
間
九
月
二
十
日
嗣
ま
で

マ
テ
ー
マ
お
よ
び
応
募
資
格

県
内
に
住
む
方
で
次
の
区
分
に
よ
り

ま
す
。

「
わ
た
し
の
夢
み
る
郷
土
」
図
画

・
作

文
小
学
四
年
以
上
中
学
生

「地
域
社
会
で
の
私
の
役
割
」
作
文
青

年
(
高
校
生
含
む
)
二
十
九
歳
ま
で

「
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め

の
私
の
主
張
」
作
文

一
般
(
三
十
歳
以
上
)

マ
応
募
要
領

図
画
大
き
さ
は
四
ツ
切

(M
m
×

ぬ
叩
)

作
文
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
八
枚
以

内
題
名
テ
ー
マ
に
そ
っ
た
も
の
で
あ

れ
ば
自
由
。

原
稿
用
紙
半
枚
に
題
名
、
住
所
、
氏

名
(
ふ
り
が
な
を
つ
け
る
)
年
齢
、
性

別
、
職
業
、
畳
間
の
連
絡
先
と
電
話
番

号
を
明
記
し
、

干
卿
富
山
市
新
総
曲
輪

一
番
七
号
富
山
県
知
事
公
室
広
報
課
あ

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
同
課
8
0

7
6
4
|訂
1

4
1
1
1
内
線
4
6
8

へ
ど
う
ぞ
。

「
簡
保
資
金
」
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
募
集

簡
保
資
金
で
つ
く
ら
れ
た

施
設
を
題
材
と
す
る
明
る

い
作
品
。

〈市
内
で
は
〉

小
学
校
経
由
、
道
下
、
吉
島
、

坪
野
、
上
野
方
、
西
布

施
体
育
館

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

都
市
計
画
街
路

本
町
、
本
江
、
文
化
町

魚
津
臨
港
、
馬
出
町
、

友
道
、
電
鉄
魚
津
駅
、

魚
津
駅
各
線

魚
津
駅
前
土
地
区
画
整

理

公

園

住

吉

公

園

・
作
品
の
大
き
さカ

ラ
l
ス
ラ
イ
ド
三
十

五
ミ
リ
以
上

白
黒
は
四
ツ
切
り
以
上

(
単
写
真
及
び
組
写
真

と
し
ま
す
。)

十
月
三
十
一
日
ま
で
各
郵

便
局
の
保
険
窓
口

-
テ
1

マ

-
受

イ寸

(7) 
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笠

第
三
十
二
回
県
民
体
育
大
会

。
総
合
二
部
一
般
で
五
位
々

第
三
十
二
回
県
民
体
育
大
会
は
、
八

月
十
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
県
下
一
円

で
開
催
さ
れ
、
当
市
か
ら
は
、
六

0
0

名
余
り
の
選
手
が
参
加
し
、
総
合
二
部

一
般
で
五
位
の
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

V
優

勝

・
サ
ッ
カ
ー
(
一
一
部
一
般
男
子
)

魚
津
ク
ラ
ブ

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
二
部
一
般
男

子

)

魚

津

ク

ラ

ブ

・
軟
式
庭
球
(
二
部
一
般
男
子
)

魚
津
市
軟
庭
協
会

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
二
部
中
学
女
子
)

西
部
中
学
校

ニ
団
体
全
国
大
会
に
出
場
グ

去
る
七
月
、
八
月
に
全
国
大
会
に
当

市
か
ら
、
三
団
体
が
出
場
い
た
し
ま
し

た
。
各
国
体
と
も
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
ま
し
た
。

マ
チ
ー
ム
紹
介

一
、
経
団
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

大
会
名
H
第
二
十
二
回
全
国
空
手

道
大
会

七
月
二
十
九
日
制
(
岐
阜
市
)

二
、
魚
津
ク
ラ
ブ
(
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
)

大
会
名
H
全
日
本
九
人
制
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
カ
ッ
プ

男
子
優
勝
大
会

八
月
二
十
五
日

1
二
十
七
日

(
長
野
県
辰
野
市
)

三
、
西
部
中
学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

大
会
名
H
第
九
回
全
日
本
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
中
学
生
選
手
権
大
会

八
月
十
六
日

i
十
八
日
(
東
京
都
)

-
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
(
二
部
中
学
男
子
)

西
部
中
学
校

・
空
手
(
一
般
組
手
)
魚
津
A
チ
ー
ム

・
竹
田
賢
治
(
陸
上
側

m)

一
般
男
子

・
河
崎
伸
人
(
陸
上
側

m)
中
学
男
子

・
小
竹
典
義
(
卓
球

)

一

般

男

子

・
古
川
紀
雄

(
空
手
)
一
般
男
子

・
八
倉
巻
外
光
(
重
量
挙
げ
二

般
男
子

・
谷
二
三
男
(
レ
ス
リ
ン
グ
九
同
)

一
般
男
子

・
高

島

浩

(
H
ω
匂
)
一
般
男
子

.
雛
形
幸
男
(
水
泳

m
m
背
)
成
人
男
子

・
大
崎
松
雄
(
馬
術
)
一
般
男
子

・
大
江
幹
夫
(
馬
術
)
一
般
男
子

・
大
沢

・
大
崎
組
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ

ブ
ル
ス

)

ω

歳
以
上
男
子

・
住
田
建
二
(
水
泳
m
m
平
)

初
歳
以
上
男
子

・
川
口
巧
(
水
泳
m
m
自
)

ω歳
以
上
男
子

・
山
口
勝
久
(
水
泳
印

m
背
)

ω歳
以
上
男
子

・
並
木
孝
(
水
泳
m
m
バ
タ
)

ω歳
以
上
男
子

・
魚
津
チ

l
ム
(
水
泳
m
m
R
)

ω歳
以
上
男
子

V
次

勝

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
(
一
般
男
子
)

魚
津
教
員

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ご
般
女
子
)

魚
津
ク
ラ
ブ

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
(
中
学
男
子
)

西
部
中
学
校

・
新
村
康
男
(
陸
上
棒
高
)
中
学
男
子

・
成
瀬
幸
雄
(
陸
上
側

m)ω歳
以
上
男
子

-
関
井
雅
子
(
水
泳
削

m
平
)
中
学
女
子

・
雛
形
幸
男
(
水
泳

m
m
個
人
メ
ド
レ

ー

)

成

人

男

子

・
宮
野
勝
明
(
水
泳
m
m
自
)

初
歳
以
上
男
子

・
並
木
孝
(
水
泳
印

m
平
)

ω歳
以
上
男
子

・
辻
邦
治
(
水
泳
印

m
パ
タ
)

ω歳
以
上
男
子

・
魚
津
チ
ー
ム
(
水
泳
m
m
R
)
ぬ
歳

以
上
男
子
〈
油
本
・
宮
野
・
石
崎
・片
田

・
大
江
幹
夫
(
馬
術
)
一
般
男
子

・
大
崎
松
夫
(
馬
術
)
一
般
男
子

・
宮
坂

・
平
野
組
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ダ

ブ

ル

ス

)

初

歳

以
上
男
子

V
三

位

・
稲
場
勝
幸
(
陸
上
走
巾
)
中
学
男
子

・
坂
井
清
紀
(
陸
上
走
高
)

お
歳
未
満
男
子

・
柳
原
よ
し
子
(
陸
上
印

m)

ぬ
歳
以
上
女
子

・
魚
津
チ
ー
ム
(
陸
上
側

m
R
)一

般
女
子

・
野

崎

努

(

空

手

)

一

般

男

子

・
梅
田
定
雄
(
レ
ス
リ
ン
グ
)
一
般
男
子

・
工
藤
善
春
(
レ
ス
リ
ン
グ
)
一
般
男
子

・
高

慶

忠

(
水
泳
m
m
平
)
中
学
男
子

・
島
谷
隆
之
(
水
泳
m
m
背
)

ω歳
以
上
男
子

・
魚
津
チ
ー
ム
(
水
泳
棚

m
R
)
中
学

女

子

友

田

・本
庄
・
吉
本
・
関
井

・
剣
道
(
中
学
男
子
)
魚
津
チ
ー
ム

硬
式
テ
ニ
ス
教
室

受
講
者
募
集
グ

マ
期
日

九
月
四
日
、
十
一
日
、
十
八

マ
時
間

マ
対
象

車
球
教
室
開
催

受
講
生
募
集
中
グ

十
月
五
日
、
十
二
日
、
十
九

日
、
二
十
六
日
、
十
一
月
二

日
、
九
日
、
十
六
日
、
三
十

日
、
計
八
回

毎
週
金
曜
日
、
午
後
七
時
i

九
時

一
般
、
婦
人
、
青
年
、
定
員

三
十
名

マ
場
所
市
総
合
体
育
館

マ
受
講
料
一
、

0
0
0円
(
ス
ポ
ー
ツ夫、、

マ
期
日

マ
時
間

マ
対
象
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/ 

傷
害
保
険
料
含
む
)

マ
申
込
み
先
市
教
委
体
育
課
ま
た
は

市
総
合
体
育
館
ま
で

九
月
の
総
合
体
育
館
利
用
日
程

市
政
パ
ス
教
室
(
午
前
)

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
試
合
(
大
体
午
後
)

十
六
日
制

K
N
B
杯

(家
庭
婦
人
)

新
川
地
区
予
戦
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
(
大
体
一
日
)

七
日
幽

八
日

ω
温
水
プ

l
ル
利
用
日
程

日
本
水
泳
連
盟
第
二
種
水
泳

指
導
員
検
定
会

十
五
日

ω
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
水
泳

大
会
(
一
日
)

十
六
日
制
第
二
期
小
学
校
初
級
、
中

級
水
泳
教
室
(
九
時
三
十

分
受
付
)

二
十
日
肘
第
二
期
親
子
、
婦
人
A
水

泳
教
室
三
時
三
十
分
i

四
時
三
十
分
(
三
時
受
付
)

二
十
一
日
幽
第
二
期
親
子
、
婦
人
B

水
泳
教
室
六
時
1
七
時

(
五
時
三
十
分
受
付
)

《温
水
プ

i
ル
か
ら
お
知
ら
せ
V

未
就
学
児
童
が
温
水
プ
l
ル
を
使
用

さ
れ
る
時
は
、
責
任
あ
る
成
人
者
の
付

添
い
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
付
添

い
の
方
は
、
必
ず
水
着
を
つ
け
て
子
供

と
一
絡
に
プ
ー
ル
へ
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

水
泳
帽
は
大
人
、
子
供
を
問
わ
ず
、

必
ず
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
幼

児
の
水
泳
帽
は
販
売
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

九
日
目

5.0 K 
(10キロコース

折り返えし点)

石垣平口
バス停
4.4 K 

Jl!，志
村
σ〉
i易2.0 K IF 

経崎鉄工 '
(4キロコース
折り返えし点)

F
汁
川a

，
 

筋
一
億
リ

K

石
ス

8

上
パ

2

コ
ー
ス
略
図

第

4
回

魚

津

市

走
ろ
う
か
い
大
会
近
づ
く
グ

魚
津
市
走
ろ
う
か
い
大
会
は
次
の
と

お
り
、
今
年
も
十
月
十
日
の
体
育
の
日

に
行
わ
れ
ま
す
。
回
を
か
さ
ね
る
ご
と

に
参
加
者
も
増
加
し
て
、
昨
年
は
七
十

七
歳
か
ら
六
歳
ま
で
の
三
百
余
名
が
完

走
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
ま
で
も
若
さ
を

保
つ
た
め
に
家
族
そ
ろ
っ
て
、
マ
イ
ペ

ー
ス
で
走
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

早
速
、
練
習
に
入
ら
れ
る
よ
う
、
お

す
す
め
し
ま
す
。

十
月
十
日
九
時
受
付

十
時
ス
タ
ー
ト

0

コ
l
ス

A
コ
ー
ス

(4
M
)

B
コ
ー
ス

(m
M
)

と
も
に
総
合
体
育
館
か
ら
石

垣
方
面
。

O
参
加
資
格
年
齢
、
男
女
を
問
わ
ず

だ
れ
で
も
参
加
で
き
ま
す

が
、
た
だ
し
③
コ
ー
ス
四

十
分
以
内
、
⑤
コ
ー
ス
二

時
間
以
内
で
走
れ
る
健
康

な
方
に
限
り
ま
す
。

O
参
加
料
五
十
円
(
傷
害
保
険
料
)

O
参
加
申
込
み
十
月
五
日
ま
で
に
市

総
合
体
育
館
へ
申
込
み

く
だ
さ
い
。

O
表
彰
完
走
者
全
員
に
完
走
賞
を
贈

り
ま
す
。

O
そ
の
他
健
康
診
断
は
各
自
で
行
い

走
行
中
の
事
故
に
つ
い
て
は

応
急
処
置
ま
で
は
主
催
者
で

行
い
ま
す
が
、
当
日
、
万
一

事
故
な
ど
あ
っ
て
も
、
主
催

O
日
時

至;骨川

魚津警察署

至晴海ケ丘

至黒部

者
は
、
責
任
を
負
い
ま
せ
ん

か
ら
、
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

か
夏
の
日
の
思
い
出
。

あ
こ
が
れ
の
甲
子
園
見
学

本
江
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

主

将

油

本

貞

徳

ぼ
く
た
ち
本
江

・
吉
島
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
は
、
第
二
回
春
季
リ
ー
グ
戦

に
、
良
い
戦
績
を
お
さ
め
た
ご
ほ
う
び

に
、
魚
津
市
野
球
協
会
よ
り
、
甲
子
園

に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

八
月
七
日
、
い
よ
い
よ
出
発
の
日
が

き
ま
し
た
。

胸
を
わ
く
わ
く
さ
せ
な
が
ら
パ
ス
に

乗
り
こ
み
、

一
路
あ
こ
が
れ
の
甲
子
園

へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

翌
日
の
午
前
三
時
三
十
分
到
着
。
ま

だ
夜
中
だ
と
い
う
の
に
、
球
場
の
周
り

に
は
、
人
が
い
っ
ぱ
い
で
大
変
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。

球
場
に
入
り
、
開
会
式
を
い
ま
か
い

ま
か
と
待
っ
て
い
ま
し
た
。
午
前
九
時

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
場
内
に
響
き
わ
た

り
、
ラ
イ
ト
側
よ
り
前
年
度
優
勝
校
の

P
L
学
園
を
先
頭
に
、
全
国
か
ら
勝
ち

抜
い
て
き
た
四
十
九
校
の
力
強
い
入
場

行
進
が
始
ま
っ
た
。

開
会
式
な
ど
は
、
家
で
テ
レ
ビ
で
見

る
よ
り
、
迫
力
が
あ
り
、
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

ぼ
く
た
ち
も
将
来
、
あ
の
甲
子
園
に

出
場
し
、
お
も
い
っ
き
り
野
球
す
る
こ

と
を
夢
見
て
、
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

*
十
月
の
歩
-
で
つ
会
*

十
月
の
歩
こ
う
会
は
、
七
日
制
に
月

形
橋
方
面
へ
行
く
予
定
で
す
。

電
鉄
魚
津
駅
前
へ
午
前
八
時
三
十
分

に
集
合
し
、
月
形
橋
|
早
月
川
原
と
歩

き
ま
す
。

昼
食
は
、
早
月
川
原
で
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
を
す
る
予
定
で
す
。

(9) 
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者
と
そ
の
奥
さ
ん
な
ど
は
、

際

に

年

金
制
度
に
加
入
し
て
保
険
料
を

任
意
に
加
入
で
き
る
制
度
納
め
た
期
間
分
し
か
出
な
い
こ
と
に
な

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
通
算
老
齢
年

の
任
意
加
入
で
き
る
人
が
、
金
が
出
る
か
ど
う
か
を
見
る
場
合
に
は

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
通
算
さ
れ
ま
す
が
、
年
金
額
の
計
算
を

た
期
間
は
、
通
算
老
齢
年
金
が
出
る
か
す
る
と
き
に
は
、

そ
の
期
間
が
は
ず
さ

ど
う
か
を
見
る
場
合
、
当
然
通
算
さ
れ
れ
て
年
金
額
に
反
映
し
な

い
こ
と
か
ら

ま
す
が
、
任
意
加
入
で
き
る
期
間
で
任

「カ
ラ
期
間
」
と
俗
称
さ
れ
て
い
る
わ
け

意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て

も

で

す

。

通
算
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ

の

カ
ラ
期
間
は
、
届
出
を
し
て
い

開

通
算
さ
れ
る
期
間
の
中
に
、
公
的
た
と
え
ば
、
夫
が
厚
生
年
金
に
加
入
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
事
実
婚
」
の
期
間

年
金
に
加
入
し
た
期
間
以
外
に
「
カ
ラ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
の
制
度
に
も
で
あ
っ
て
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

期
間
」
と
い
う
の
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、

加
入
し
て
い
な
い
期
間
と
、
自

分

が

国

て

い

ま

す
。

そ
れ
は
ど
ん
な
期
間
で
し
ょ
う
か
。
民
年
金
に
任
意
加
入
し
た
期
間
を
合
わ
ま
た
、
離
婚
し
た
場
合
で
も
、
当
時
、

答

国
民
年
金
は
農
業
や
自
営
業
の
人
せ
て
二
十
五
年
(
年
齢
に
よ
っ
て
は
短
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
夫
の
妻
で

な
ど
が
強
制
加
入
と
な
る
制
度
で
す
が
、

結
措
置
が
あ
る
)
に
な
れ
ば
通
算
老
齢
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
年
金
の
任
意

国
民
年
金
以
外
の
公
的
年
金
に
加
入
し
年
金
が
出
る
わ
け
で
す
。

加
入
者
で
あ
り
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は

て
い
る
人
の
奥
さ
ん
や
思
給
等
の
受
給
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
、
年
金
は
実
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
離
婚
前
の

az=-L-z-z・・・・・
・2
・--z?L==・・
2

・a-z----rsτ・a-z---ar---・
・=・・=・
4
P

・・-------L・
・4・z-・・==・・・・=・
・・・・4
・z-----z-----------z-----------z-z

ど五空室
.:;フ L:m:J
い期防)

2F E雪
?と i力 l

ふは E
? [ト|

国民年金保養センターは、国民年金の加入者

と受給者およびその家族の健康増進や休養、

レクリ工ーションに役立てていだだくだめにつ

くられ疋ものですが、国民年金に関係なく、ど

なだでも広く利用していだだけるようになって

います。安い料金で安j山して利用できる施設と

して、多くの方々のご利用を歓迎しております。

ご家族連れやグループ旅行などにもあ気軽にご

利用下さい。

オ泊2食 2，800円-4，000円

・お申込み ・お問い合せは各保養センターへ電

-利用料金

カ
ラ
期
間
と
し
て
生
き
ま
す
。

年
金
相
談
所
は
、
毎
月
第
三
木
曜

日
に
、
市
民
相
談
室
で
開
設
し
て

い
ま
す
。
今
月
の
相
談
日
は
、
二

十
日
で
す
。
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
九
月
支
給
額

は
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
の
老
齢

・
障
害

・
母
子
・

準
母
子

・
遺
児

・
か
婦
な
ど
の
年
金
額

が
、
七
月
か
ら
改
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
五
十
三
年
度
の
物
価
上
昇
に

話まだはハガキでどうぞ?

よ
る
目
減
り
を
補
う
も
の
で
、
前
年
度

に
比
べ
て
三

・
四
パ
ー
セ
ン
ト
増
額
さ

れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
九
月
の
支
払
は
、
六
月
、

七
月
、
八
月
の
=
一
ヵ
月
分
が
支
払
わ
れ

ま
す
が
、
六
月
分
は
旧
の
年
金
額
で
、

七
月
と
八
月
分
は
新
し
い
年
金
額
で
支

払
わ
れ
ま
す
。

受
給
者
の
み
な

さ
ん
が
受
け
と
ら

れ
る
年
金
額
は
、

次
の
よ
う
に
計
算

さ
れ
ま
す
。
↓

f， 利J; 銅需;号I!必 13: 戸正 司i 話i 交 通

く ま の じ 649-52 相l歌山県東4'.1.¥111;崩;智勝浦町大揖i 07355(7)0臼3 t品川駅からパス25分

源平荘 770 山口県下l剥市火の山公l強 0832(32)5900 山陽本線下関駅下車"ス12分

しもつい 711 岡山県倉敷市下w井1482 0864 (79) 8880 岡山駅下.tI!パス l時r.1l20分

いなぱじ 680-14 鳥取市絵J尿~j:谷凶343 0857(57)0224 国鉄鳥取駅下車吉附tμ弘行パス15分

;湖 陵荘 699-08 ぬm時u在川剖;湖陵町村1凶i却l時 0853(43) 1311 出:t:ili駅からパス25分

うわじま 798 愛緩県宇和/:，¥市丸e¥!守:天神Ijl207-2 08952(25)3∞o 宇4社J/:，¥駅下.lff徒歩15分

太宰府 818-01 福岡県Ji[:!F.郡太宰府大字太宰府1775 09292( 5}.58O 1 太宰府軍{下.1ft_?7シー3分

かんざき 842-01 佐賀県神崎郡神崎町城I卓3702-14 09525( 3) 1188 国鉄長崎本線神崎駅下.1ft，'ス10分

〈にさき望海苑 873-05 大分県東国東郡国東町巣i事崎 09787( 2)2112 港日盟か線ら件7築才駅一下パ車ーパクスラ3フ0分ト2、6日分IJ府 l

青島太陽悶 889-22 宮崎県宮崎市大字ff/:.¥ 09856(5) 1531 こどもの凶駅から徒歩5分

垂水温泉ホテル 891-21 鹿児島県垂水市錦江町 l番地 09943( 2) 1531 垂水浴から徒歩20分

*8月号のつづき

。。

9月支給古(il.:i(11]年金制xti)+(新年金制×す)と

なります。

(仰1]).....・H ・拠出陣:答ー年金 (1級)の場合の 9H支

給搬は次のとおりとゐ:ります。

|日年金書fi 新年金自(i 9月支給制

(577 ，600円×削 +(597 .500内×す )=1147.7亙回
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お
会
た

ι
国
(
甚
宣
言

期
べ
心
・
本
は
そ
の
翼
:
:
:
⑥

た
の
し
み
の
発
見
を

む
し
暑
い
夏
も
九
月
に
入
る
と
、
朝

夕
の
涼
し
さ
に
秋
の
訪
れ
多
感
じ
ま
す
。

こ
の
秋
、
何
か
を
始
め
て
み
よ
う
と

い
う
方
に
お
す
す
め
し
た
い
本
を
集
め

て
み
ま
し
た
。

「
初
心
者
で
も
す
ぐ
か
け
る
ス
ケ
ッ
チ

入
門
」
「
日
曜
画
家
の
鉛
筆
画
入
門
」

は

紙
と
鉛
筆
が
一
本
あ
れ
ば
気
軽
に
楽
し

め
ま
す
。

「
地
理
面
白
事
典
」

は
、
楽
し
み
な
が

ら
地
理

・
旅

・
鉄
道
に
強
く
な
れ
る
本

で
す
。

旅
行
を
し
た
い
け
れ
ど
暇
が
な
い
と

い
う
方
に
は
、

「
地
図
を
十
倍
に
使
う
本
」

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
一

枚
の
地
図
で

空
想
の
旅
に
出
か
け
ら
れ
ま
す
。

「
草
手
芸
|
小
物
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
ま

魚津市下村木町3975-1
ft22-0462 

開館時間
9時30分ー 18時
こどものへや

. 13時-17時
土曜日 9時30分ー 16時

休館日
日曜 ・月末・祝日
秋期10日間

(52) 

で
l
」
は
、
初
心
者
の
た
め
に
書
か
れ

た
本
で
す
。
ア
イ
デ
ィ
ア
ひ
と
つ
で
す

ば
ら
し
い
革
製
品
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

艇
工
芸
に
は
、

素
ぽ
く
な
暖
か
み
が

あ
り
、
今
、
静
か
な
ブ
l
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
「
藤
を
楽
し
む
本
」

で
ク
ラ
フ

ト
の
世
界
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し

ょ
、
っ
か
。

「
和
菓
子
入
門
」

は
、
四
季
の
茶
菓
子

と
、
そ
の
い
た
だ
き
方
、
全
国
各
地
の

名
菓
や
、
作
り
方
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

き
れ
い
な
和
菓
子
の
写
真
が
、
目
を
ひ

き
ま
す
。

「
日
本
の
刺
繍
(
基
礎
)
」

に
は
、

プ
ロ

の
刺
繍
家
に
語
り
つ
が
れ
て
き
た
技
の

す
べ
て
が
解
説
し
て
あ
り
ま
す
。
日
本

の
刺
繍
の
美
し
さ
を
十
分
味
わ
え
る
で

し
ょ
う
。

何
か
形
の
あ
る
も
の
を
作
る
と
い
う

こ
と
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
そ
れ
が
実

用
に
も
な
り
、
役
に
立
て
ば
な
お
さ
ら

で
す
。
「
日
曜
工
作
入
門
」
を
参
考
に
便

利
な
家
庭
用
品
を
作
つ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

「
鉄
道
模
型
を
た
の
し
む
本
」
は
楽
し

み
方
や
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
説
明
が
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
あ
り
ま
す
。

将
棋
は
、
四
百
年
以
上
の
歴
史
を
も

っ
日
本
の
伝
統
文
化
の
ひ
と
つ
で
す
。

性
別
、
年
齢
に
関
係
な
く
、
だ
れ
に
で

も
手
軽
に
遊
べ
ま
す
。
「
や
さ
し
い
将
棋

入
門
」

で
、
こ
の
だ
い
ご
味
を
つ
か
ん

で
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
本
は
、
備
え
て
い

る
本
の

一
部
で
す
。

新
し
い
本
も
た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い。

ひ
と
り
三
冊
二
週
間
借
り
れ
ま
す
。

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

9
月
の
お
し
ら
せ

3
日
側
お
は
な
し

さ
あ
、
み
ん
な
で
お
は
な
し

の
国
へ
出
発
/

げ
日
何
に
ん
ぎ
ょ
う
げ
き

む
か
し
、
あ
る
と
こ
ろ
に
う

さ
ぎ
と
き
つ
ね
が
い
ま
し
た
。

3
じ
初
ぷ
ん
か
ら
、
こ
ど

も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

日
曜
開
館
の
お
し
ら
せ

O
第
二
日
曜
日
九
月
九
日

な
お
、

翌
日
の
月
曜
日
は
休
館
し
ま

す
。

川
柳
教
室

。
期
日
九
月
十
二
日
附

O
課
題

「
ス
l
プ
」「
う
な
ず
く
」

O
講
師

木

村

喜
見
城
先
生

I
l
l
i
-
-ー

l
o
l
l
i
-
-
-
-
-

古
典
に
親
し
む
会

O
期
日
九
月
十
三
日
附

O
テ
ー
マ
源
氏
物
語
抄

O
講
師

飛

世

麗
子
先
生

い
ず
れ
も

O
会

場

図

書
館

0
時

間

午

後

一
時
三
十
分
か
ら

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

六
十
五
歳
以
上
の
お
年
よ
り
や
、
目

や
体
の
不
自
由
な
方
に
貸
出
し
を
し
て

い
ま
す
。

な
つ
か
し
の
メ
ロ
デ
l
、
浪
曲
、
民

謡
な
ど
楽
し
い
カ
セ
ッ
ト
を
た
く
さ
ん

そ
ろ
え
て
お
り
ま
ず
か
ら
、
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

借
り
出
し
の
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

蒸
し
パ
ン
の
作
り
方

家
庭
の
味
を
生
か
し
た
手
作
り
の
蒸

し
パ
ン
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

(
材
料
)
小
麦
粉

ω
g

食

塩

川

g

食
用
油

m
g

重

曹

4

g

食

酢

印

g

水

m
l川
g

ま
ず
小
麦
粉
に
重
曹
を
ま
ぜ
て
か
ら
、

フ
ル
イ
に
通
し
ま
す
。
こ
れ
を
、
食
塩

食
用
油
、
食
酢
、
水
を
ま
ぜ
た
も
の
の

中
に
入
れ
、
な
る
べ
く
軽
く
か
き
ま
ぜ

な
が
ら
小
型
に
ま
る
め
、
こ
の
中
へ
小

豆
で
、
あ
ら
か
じ
め
作
っ
て
お
い
た
ア

ン
を
入
れ
ま
す
。

こ
れ
を
、
火
が
通
る
ま
で
蒸
し
て
出

来
あ
が
り
で
す
。(図

書
館
の
資
料
よ
り
)。1)
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‘' 
9
月

j
m月

V
乳
児
検
診

1月0 
2月9 5 

月9 月9 

5 13 7 
(1::l日 (村日 (村日 (11:)日

時1l03H分寺0午自811 時時2l午後1 時時2l午f圭1 111l 寺03H分寺0午時811 受1民111 l 

8 

か2世月Z官5月19か月児，。、
かz月1}93jか3 8 対 l

か か

月
Zた児つuで目ま3ニ'開A日1[1. 

月

児 児 事t

f健所'* {健所本 {aFh斤lh T 他戸(~斤品 tdZLh 25 2 

マ
三
か
月
児
検
診
時
に
、
股
関
節
脱
き

ゅ
う
検
診
を
併
せ
て
行
い
ま
す
。

V

一
歳
六
か
月
児
検
診

V
三
歳
児
検
診

1月0 月9 
9 !'J 
月

3 19 5 日
(村日 (村日 (羽目

月9 F9 i 月8 対

30 15 31 
日 日 日

3ま 3ま
諸3民まで;:&で 歳で

lこに lこに lこに

幼7 aるA 4 幼なる児

な
'つ

幼たl尼
象

マ
受
付
時
間
日
午
後
一
時
1
一一時

マ
会
場
N
魚
津
保
健
所

V
住
民
検
診
日
程

2 2 日21月0 28 28 21 21 19 19 14 14 10 
間1日0 

7 7 
(金日7} 月9 

月
日 日 ω 日 刷臼 (付日 制日 (1日4 (if日4 制日 ω 日 l円日1 ω 日 制日 日(刈 (刈 (刈

時36午時3分tl 長0 
時3分0午酬時II 

時3E分10O牛時3分前9 0 
時時午後5 

3時分l:0l 待3午h分9 0 I 時3i3午時分11l 0 E 3払分1:P103午前時分9 0 
時午時後5 

時却分111 3午前時分9 0 時313午時分後1 0 略却分131午持3前分9 0 時3分3自03午1時分1 it 0 時3分J015Z 時分9 8 

時午時{5 表

略3分3』0牛時3分後1 0 略141午持3前分9 0 
H寺

Jllll 
II 7 7 7 

ihj 

弥i、i館公版与( 
。絵毛1Eげg1f 0 i l 1ι* 保勉所E le 道下i館公tミ

司tl産tvt k l i E41館公巳k l 

* Li鉛m 公1t ・ 動今1年少ホ・;』
，事主i取1l 1 

4院電霊所力t二
SぇHTfH t 

値南A 民館h T 

防署経分書図
市f戸量斤: 

抄車i益闘公口t ニ

検 l

=楽己

脅"会~ I

~ 

L‘ t必

@ @ @ @ @ 

⑧
N
結
核
検
診
に
併
せ
て
、
成
人
病
検

診
を
行
い
ま
す
。

-R
H
夜
間
検
診
で
す
。

マ
対
象
地
区
以
外
の
方
で
も
、
受
け
や

す
い
と
こ
ろ
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

V
麻
し
ん
(
ハ
シ
カ
)

予
防
接
種
実
施

マ
実
施
場
所
日
市
内
の
か
か
り
つ
け
の

医
師
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

マ
接
種
対
象
者
日
二
歳
児
を
中
心
に
生

後
十
八
か
月
か
ら
三
十
六
か
月
に
至

る
期
間
と
し
ま
す
。

マ
接
種
時
期
日
体
力
が
消
耗
し
て
い
る

暑
い
夏
を
避
け
て
、
九
月
か
ら
実
施

し
て
い
ま
す
。

マ
申
込
み
方
法
H
市
生
活
環
境
課
保
健

係
で
、
直
接
予
防
接
種
の
申
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。

マ
注
意
事
項
H
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投

与
は
、
十
月
の
初
旬
に
実
施
い
た
し

ま
す
。
ハ
シ
カ
と
ポ
リ
オ
を
受
け
る

該
当
者
は
、
接
種
後
一
か
月
の
間
隔

を
あ
け
て
く
だ
さ
い
。

マ
接
種
料
金
は
無
料
。

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)

へ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
下
半
期
生
ワ
ク
(
ポ
リ
オ
)
投
与

マ
該
当
者

(
初
回
目
)
五
十
四
年
二
月
一
日
生
れ

i
五
十
四
年
六
月
三
十
日
生
ま
れ
。

(
二
回
目
)
五
十
三
年
七
月
一
日
生
ま

れ
i
五
十
四
年
一
月
一
二
十
一
日
生
ま
れ
。

(
そ
の
他
)
三
歳
児
ま
で
に
、
ま
だ
二

回
飲
ん
で
い
な
い
人
。

マ
投
与
す
る
時
の
注
意

ω発
熱
し
て
い
る
人
。
又
は
著
し
い
栄

養
障
害
の
状
態
に
あ
る
人
。

ω心
臓
血
管
系
、
じ
ん
臓
疾
患
又
は
肝

臓
疾
患
な
ど
の
た
め
に
治
療
を
勧
め

ら
れ
て
い
る
人
。

ω接
磁
し
よ
う
と
す
る
接
種
液
の
成
分

に
よ
り
ア
レ
ル
ギ
ー
を
呈
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
人
。

ω過
去
に
お
い
て
、
こ
の
予
防
接
種
に

よ
り
、
副
反
応
を
呈
し
た
こ
と
の
あ

る
大
。

ω接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん
の

症
状
を
呈
し
た
こ
と
の
あ
る
人
。

ω下
痢
を
し
て
い
る
人
。

的
麻
し
ん
、

B
C
G
予
防
接
種
後
一
か

月
を
経
過
し
て
い
な
い
人
。

問
そ
の
他
、
接
種
を
行
う
こ
と
が
不
適

当
と
認
め
ら
れ
た
人
。
以
上
の
人
は

接
種
で
き
ま
せ
ん
の
で
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
時
間
H
各
日
と
も
午
後
一
時
i

二
時
。

マ
場
所
H
市
民
会
館

l1FO 6 1 1月5 0 1月0 1月0 災

4 3 純i
日

m日a (村日
日 日

{刈 (!fQ 

総ざ: 

t 主

本江 村木

‘コ

布施西

言主
L、

大町
当

経凹 下道
I也

吉住
区

松倉
片貝

マ
接
種
当
日
、
朝
と
畳
の
体
温
を
計
つ

て
く
だ
さ
い
。
母
子
手
帳
持
参
。

マ
予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
は
、
市
生

活
環
境
課
保
健
係
(
内
線
2
3
1
)

へ
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

V
母
親
学
級
(
妊
婦
)
B
コ
l
ス

マ
九
月
二
十
一
日
幽

マ
時
間
H
午
前
九
時
三
十
分
i
午
後
四

時
(
時
間
励
行
)

マ
場
所
日
魚
津
保
健
所
講
堂

マ
対
象
N
妊
娠
し
て
い
る
人
と
家
族

マ
今
月
の
内
容

-
映
画
日
産
後
の
健
康
、
家
族
計
画

・
歯
の
衛
生
日
丈
夫
な
歯
は
妊
娠
中
に

つ
く
ら
れ
る

0

・
赤
ち
ゃ
ん
の
栄
養

.
妊
婦
の
栄
養
診
断

・
分
娩
の
生
理
(
医
師
)

.
赤
ち
ゃ
ん
の
保
育

映
画
、
も
く
浴
、
衣
類
、
あ
つ
か
い
方

マ
畳
食
、
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
産
休
に
入
っ
て
い
る
方
は
、
是

非
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

(12) 

V
健
康
体
操

新 道

大光寺館民~ 金 下 ~ 

屋 ~、、I 

~ 民 まあ
館 館

= 毎第月
量廠月 毎i曜水日a 

実

E木日I~一 施

日

時3分10 1Z 時11 0 1時3分0 1 午時前1』0 時3分1 0 1 午時前11 0 

時

問

マ
成
人
病
予
防
、
若
返
り
、
体
力
づ
く
り

の
た
め
、
ぜ
ひ
占
拠
乙
川
し
て
く
だ
さ
い
o

v
百
楽
荘
に
お
け
る
老
人
健
康
相
談

マ
九
月
十
一
日

ω午
前
十
時
三
十
分
j

十
二
時
。

・
内
容
H
栄
養
士
に
よ
る
講
話
「
老
人

の
食
事
に
つ
い
て
」
・
健
康
相
談

マ
九
月
二
十
五
日

ω午
前
十
時
三
十
分

i
十
二
時

・
内
容
日
保
健
婦
の
話
・
個
別
相
談
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マ
精
神
科
医
師
及
び
保
健
婦
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。・--E園

、
早
期
発
見

削

凶

開

'

治

療

が

占
d
a，
き

め

て

/

が
ん
は
、
脳
卒
中
に
つ
い
で
死
亡
率

が
高
く
、
四
人
に
一
人
が
、
が
ん
で
死

亡
し
ま
す
。
し
か
も
働
き
ざ
か
り
の
人

を
お
か
す
の
で
、
社
会
的
に
も
家
庭
的

に
も
大
き
な
損
失
で
す
。

が
ん
の
発
生
原
因
は
、
い
ま
だ
に
よ

心
の
悩
み
で
苦
し
ん
で
い
る
人
、
又
く
わ
か
っ
て
い
な
い
た
め
、
き
め
手
と

は
、
家
族
の
異
常
な
行
動
や
考
え
方
に
な
る
予
防
法
が
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
一

お
悩
み
の
方
の
た
め
に
、
心
の
健
康
相
つ
い
え
る
こ
と
は
、
が
ん
を
早
く
み
つ

談
日
を
開
設
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
、
け
て
、
適
当
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
で

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
す
。
ま
た
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
が

マ
九
月
十
八
日

ω午
後
一
時
三
十
分
1

ん
に
効
く
完
全
な
特
効
薬
は
み
つ
か
っ
九
月
は

三

時

ま

で

て

い

ま

せ

ん

の

で

、
で
き
る
だ
け
早
く
。
ガ
ン
の
征
圧
月
間
で
す
H

マ

場

所

魚

津

保

健

所

発

見

し

て

、
が
ん
に
な
っ
て
い
る
部
分
毎
年
、
各
校
下
ご
と
に
、
が
ん
検
診

。aa
Q
m
a
kや
A-h
い

91au--
や
A
H
1令
聞

r
o
q
-
-令
a
q
n
H
o
j
T
a
，fヴ

を
市
で
半
額
助
成
し
、
個
人
負
担
半
額

4. 

N

防

水

く

て

れ

こ

ほ

倒

、

触

と

o

り

れ

つ

つ

説
"
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
富
山

z.
似

通

づ

れ

わ

お

、

お

明

。

る

る

残

は

見

近

リ

館

戸

県
成
人
病
予
方
協
会
よ
り
無
料
検
診
の

ら

ば

、

川

介

め

近

ら

現

を

ま

l

透

つ

れ

さ

に

ど

は

は

サ

族

事

f

p

一
i

s

臥副
F
，

紹

じ

に

せ

て

ぎ

断

片

品

色

も

触

さ

虜

ま

薬

時

〉

ガ

レA

問

申
出
カ
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
よ
う
に

ー

魚

;

験

問

J
ド

川

恥

"

ハ

ア

は

り

よ

し

騒

正

る

無

を

り

き

皮

聞

く

戸

D
コ

津

釦

実
施
し
ま
す

0

3

j

司ヨ
d

M

，F
J

ち

終

き

な

で

の

あ

で

手

あ

つ

ま

週

効

け

は

ト

魚

〈

わ

A
』
骨
、
告
げ
ラ

立

も

ふ

を

場

ゲ

で

さ

触

ガ

に

ま

T

に

か

ガ

一

一

ノ

「

叶

叶

寸

|

引

叫

ー

ゴ

到

F

、
F

ガ

ン

に

れ

浴

ラ

れ

き

い

胞

膚

の

ガ

毒

見

ラ

サ

A

「
L
い
い

I
L
-
-
H
I
h
-
-↑
いいい」

3
S
)
ク

皮

ズ

風

群

水

フ

こ

大

畏

刺

皮

そ

る

の

に

言

ン

力

二

9
月
初
日
附
一
午
後
1
時
1

2
時
ま
で
一
保
健
所
一

〕

代

田

/

↑

周

一

、

に

酒

気

ど

の

の

は

ガ

は

あ

こ

中

。

万

一

ツ

J
R
口日
H
ほ
ほ
同
臼

」

苧

与

叩

知

H

竹
ド
土

…齢b竺一
ろJ~
僻戸町?守〈

ロ

-

'

l

人

あ

で

で

魚

力
オ
一
亡
(
て
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

引

毎

予

(

ン

l
h
d
ν
7
rf
個

ガ

の

難

ウ

才

希

望

さ

れ

る

方

は

、

電

話

な

ど

で

市

}
九
日
川
川
川
端
叫

H
u
q
J〆

/
ρ
グ

/

る

と

い

無

オ

サ

〈

;

上

囲

内

一

一
六

ハ

企

l
l
p
k
対

く

い

方

チ

ツ

禽

で
に
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

一
た
三
可制
(
/
H
H
H
W

す

こ

な

ガ

ウ

力

一
役
所
生
活
環
境
課
へ
九
月
十
八
日
ま

尚

司

司

‘

/

〆卜ト
L
M
Hμ
7
1

ー
、
、
J

に

づ

て

い

タ

マ

d

c

・L
P

f

M

川
川
山
総
掛
川
山
山
川
川
川

VAur

性

つ

つ

な

①

②

九

マ

当

目

、
併
せ
て
、
産
婦
人
科
医
師
に

ゐ

/
V
I
1
-
-
i
f
毒

ガ

ガ

ガ

市
よ
る
、
小
婦
人
科
疾
患
相
談
合
行
い
ま

ナ
4
1・
9
e
h
u
u
o
る:!'じ
O
d
o
-
-
G
G
人

o
v
o
-
-
1
y
vふ
す
o
g
nー

2
2
0
0
内
線
2
3
1
へ

V
成
人
病
相
談

マ
九
月
六
日
附

・
九
月
二
十
日
附
・
い

ず
れ
も
午
後
一
時
1
二
時

マ
場
所
1
市
役
所
保
健
室
(
一
階
正
面

向
っ
て
右
端
)

マ
内
容
l
医
師
に
よ
る
診
察
、

心
電
図

血
圧
測
定
、
検
尿
、
保
健
指
導

マ
検
査
料
l
無
料

※
希
望
者
は
一
週
間
前
ま
で
に
、
市
生

活
環
境
課
へ
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
健
康
相
談

マ
九
月
十
一
日

ω
西
布
施
公
民
館

.
午
前
十
時
j
午
後
三
時

・
成
人
病
食
講
習
会
・
試
食

・
健
康
相
談
、
健
康
体
操

マ
九
月
十
七
日
間
生
活
改
善
セ
ン
タ

ー
(
松
倉
)

・
午
後
一
時
1
一一一時

・
健
康
相
談
、
健
康
体
操

V
成
人
病
教
室
の
お
知
ら
せ

-
日
時
十
月
三
日
九
時
1
十
二
時

.
内
容「

高
血
圧
に
つ
い
て
」
保
健
所
長

「
高
血
圧
を
防
ぐ
暮
し
方
」
保
健
婦

「
高
血
圧
食
の
実
習
と
試
食
」
栄
養
士

血
圧
測
定

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
費
用
は
無
料

参
加
さ
れ
る
方
は
当
日
エ
プ
ロ
ン
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

-v心
の
健
康
相
談
日

を
手
術
し
、
と
り
除
い
て
し
ま
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
、
胃
が
ん

や
子
宮
が
ん
な
ど
発
生
率
も
発
見
率
も

高
い
が
ん
は
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

V
子
宮
、
が
ん
無
料
検
診

の
お
知
ら
せ

V
栄
養
指
導
車
巡
回
の
お
知
ら
せ

7 7 6 
6日月9 月

日 日 日
日幽 幽 附 や村

1 午後: 午前 i 午後:
1 午前時10 

時

時3時1 1時10 
時3303時1 0 間

3030 時12 1時2 
分分 分分

i館魚民o 季 車望星問
村木

育少年ホ勘労 ま義

1E 会館6 
戸斤

ム

5052 45 40 35 30 

-
内
容
l
高
血
圧
予
防
に
つ
い
て
(
保

健
婦
)

・
減
塩
食
の
実
習
(
栄
養
士
)
試
食

年

。診療時間は、いずれも午前
9時から午後 5時まで。

(13) 

ームワ臼
F
b
q
a

t
}
F
h
1
u
n
U
F
D
q
J
 

ililililili 
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-
市
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

魚
津
市
職
員
の
採
用
試
験
を
、
次
の

よ
う
に
行
い
ま
す
。

O
採
用
予
定
人
員

上

級

一

般

事

務

男

約

三

名

H

建
築

・
土
木
男
約
三
名

初

級

一

般

事

務

男

約

三

名

0
受
験
資
格

上
級
(
一
般
事
務
)

昭
和
三
十
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
れ

た
者
で
、
魚
津
市
内
に
住
所
を
有

し
、
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。

上
級
(
建
築

・
土
木
)

昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

れ
た
者
で
、
魚
津
市
内
に
住
所
を

有
し
、
大
学
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。
た
だ

し
、
建
築
に
つ
い
て
は
、
建
築
士

の
資
格
所
有
者
又
は
、
資
格
取
得

見
込
者
、
土
木
に
つ
い
て
は
、
測

量
士
の
資
格
所
有
者
又
は
、
資
格

取
得
見
込
者
。

初
級
(
一
般
事
務
)

昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
三
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

れ
た
者
で
、
魚
津
市
内
に
住
所
を

有
し
、
短
大
卒
業
程
度
の
学
力
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
又
は
、

昭
和
五
十
五
年
三
月
に
高
等
学
校

卒
業
見
込
み
で
魚
津
市
内
に
住
所

を
有
す
る
者
。

O
試
験
期
日
十
月
二
十
八
日
間

O
試
験
場
所
富
山
市
立
芝
園
中
学
校

O
申
込
受
付
期
間
九
月
十
日
か
ら
九

月
二
十
二
日
出
ま
で

O
申
込
提
出
先
市
役
所
総
務
部
総
務

課
職
員
係

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
、
申
込
提

出
先
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
内
線

2
5
9
)
 

-
文
学
座
の
特
別
公
演

来
る
十
月
一
日
午
後
六
時
十
五
分
当

市
民
会
館
で
文
学
座
主
催
に
よ
る
採
算

制
を
度
外
視
し
て
の
特
別
公
演
が
あ
り

ま
す
。
演
目
は
、
映
画
史
に
広
く
知
ら

れ
る
水
木
洋
子
作

「も
ず
」
で
愛
と
欲

を
か
ら
ま
せ
た
女
の
本
性
を
こ
ま
や
か

な
筆
致
で
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
描
い
た

女
流
作
家
特
有
の
傑
作
で
す
。

出
演
は
、
杉
村
春
子
、
北
村
和
夫
、

三
津
田
健
、
寺
田
路
恵
、
た
し
ろ
え
芙

子
、
吉
野
佳
子
、
荒
木
道
子
、
矢
吹
寿

繰菅文昭新角川二丁目 20，000円

四十内松栄 本町一丁目 10，000 

岡田覚治岡経団 20，000 

鍛 治 信 行 六 郎 丸 20，000 

観堂幸子仏国 30，000 

普明会教団高岡支部代表新倉良雄
射水郡小杉町白石 50，000 

田中栄一東町 2，210 

中村年雄上村木 50，000 

金江幹雄本町一丁目 20，000 

五十井緑・真成寺町 30，000 

魚住長吉諏訪町 20，000 

尾崎哲夫本江元町 20，000 

吉崎新作宮津 10，000 

中島茂松並木町 3，000 

植木弥一上村木一丁目 50，000 

朝の部木曜整美体操クラブ員一同
5，000 

住吉 きよ 新金屋一丁目 30，000 

地方2区青年会会長菊地達広 4，267

岩間茂彦友道 12，000 

匿 名 4，000 

増沢みよ 火の宮町 30，000 

伊東隆志吉島 20，000 

猪股弥一郎小川寺子供用海水着20枚

三井美弥子友道幸町 中古衣類50点

匿名
商品券.ハイミ一味の素.サラダ油

。。

子
、
清
水
幹
雄
、
三
浦
真
弓
で
す
。
こ

の
よ
う
な
大
仕
掛
な
公
演
は
な
か
な
か

地
方
で
は
お
目
に
か
か
れ
な
い
出
色
の

名
舞
台
で
す
か
ら
皆
様
の
ご
観
劇
を
お

す
す
め
し
ま
す
。

-
市
民
会
館
大
ホ
l
ル
催
物

)高里胤ヨ3高旦主ZE是土wJb韮富会文 ()会EE 当老繍人事
詩吟剣舞大会 第l固g 

{極

物

名

午時後12日9 3分時60午後2日5 午時後 2日4 
23 
日 日

正午 時

無
理券~ 

紅たじ，，-同J 葉
無

場料入
料 料

福a師会t魚s会g 
庖商会サプン 連合会 老入ク 宮支眠神風習Et 主

1鑑
フザ ラプ 者

備
考
1
止
む
を
得
な
い
事
由
で
期
日
が

変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
ず
か

ら
よ
ろ
し
く
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

-
申
請
は
お
早
め
に

第
三
回
特
別
弔
慰
金

第
三
回
特
別
弔
慰
金
は
、
五
十
年
四

月
一
日
か
ら
五
十
四
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
の
聞
に
公
務
扶
助
料
な
ど
を
受
給

中
の
方
が
な
く
な
っ
た
遺
族
の
方
や
、

前
回
第
二
回
特
別
弔
慰
金
に
該
当
と
な

ら
な
か
っ
た
方
を
対
象
と
し
て
実
施
さ

れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
社
会
福
祉

課
ま
で
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
九
月
は
「
心
身
障
害
者

雇
用
促
進
月
間
」
で
す

魚
津
公
共
職
業
安
{
宰
附
で
は
、
九
月

を
心
身
障
害
者
雇
用
促
進
月
間
と
定
め
、

潜
在
的
求
職
者
の
は
握
及
び
、
労
働
能

力
に
応
じ
た
職
業
の
あ
っ
旋
、
雇
用
率

未
達
成
事
業
主
へ
の
雇
用
勧
奨
な
ど
に

積
極
的
に
と
り
く
み
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
心
身
障
害
者
を
雇
用
さ
れ
る
事

業
所
に
は
雇
用
奨
励
金
制
度
や
、
障
害

者
の
方
の
就
職
を
容
易
に
す
る
た
め
の

技
能
養
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
公
共
職
業
安

定
所
(
宮
⑧
1
0
3
7
5
)
ま
で
お
問

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
危
険
物
取
扱
者
資
格
試
験

一
、
試
験
種
別

甲
種
及
び
乙
種
全
類

二
、
試
験
日

十
一
月
四
日
同

二一
、
試
験
会
場

富
山
大
学
教
養
部
経
済
学
部

四
、
願
書
受
付

九
月
十
二
日
j
九
月
二
十
二
日

五
、
予
備
講
習
会

十
月
八
日
危
険
物
の
解
説

十
月
九
日
法
令

・
場
所
魚
津
勤
労
者
会
館

-
登
記
手
続
な
ど
の

無
料
相
談
所
開
設

富
山
県
司
法
書
士
会
で
は
、
登
記
制

度
の
普
及
と
地
域
住
民
へ
の
奉
仕
の
一

ヘ
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ヘ環と
し
て
、
つ
ぎ
の
と
お
り
登
記
手
続

及
び
司
法
書
士
業
務
全
般
に
つ
い
て
、

無
料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
広
く

一
般
住
民
の
ご
来
訪
を
歓
迎
し
ま
す
。

日
時
十
月
一
日
午
前
十
時
i

午
後
三
時
ま
で

市
役
所
二
階
第
三
会
議
室

富
山
県
司
法
書
士
会

主場
催所

-
犬
の
登
録
と
予
防
注
射

生
後
九
十
日
以
上
の
犬
は
、
毎
年
一

回
市
役
所
に
申
請
し
て
、
登
録
を
し
鑑

札
を
受
け
て
、
毎
年
春
秋
の
二
回
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
か
ら
最
寄
り
の
会
場
で
受

け
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
未
登
録
犬
の
受
付
け
も
同
時

に
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
登
録
手
数
料
二
千
円

マ

注

射

料

一

千

円

マ
注
射
済
交
付
手
数
料
三
百
円

マ
十
月
一
日
開

九
時
i
九
時
三
十
分西

布
施
公
民
館

十
時
i
十
時
三
十
分

天
神
公
民
館

片
貝
公
民
館

十
一
時
i
十
二
時

マ
十
月
二
日

ω

九
時
1
九
時
三
十
分

石
垣
公
民
館

十
時
j
十
一
時
加
積
公
民
館

十
一
時
三
十
分
i
十
二
時

江
口
、
江
幡
三
治
宅

マ
十
月
三
日
附

九
時
1
十
時
上
中
島
公
民
館

十
時
三
十
分
1
十
一
時松

倉
公
民
館

十
一
時
三
十
分
i
十
二
時

北
山
鉱
泉
前

マ
十
月
四
日
附

九
時
i
十
時
日
カ
青
島
社
宅

十
時
三
十
分
i
十
二
時

経
団
福
祉
会
館

マ
十
月
五
日
幽

九
時
1
十
一
時

十
三
時
i
十
五
時

マ
十
月
六
日
出

九
時
i
十
時
農
協
上
野
方
支
所

十
時
三
十
分
i
十
一
時
三
十
分

住
吉
小
学
校

魚
津
保
健
所

村
木
小
学
校

大
町
小
学
校

十
三
時
1
十
五
時

マ
十
月
七
日
日

九
時
1
十
二
時

魚
津
市
役
所

-
教
育
相
談
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
に
み

え
ら
れ
る
方
が
ふ
え
て
い
ま
す
。
神
経

質
で
あ
る
、
落
着
き
が
な
い
、
学
校
へ

い
く
の
を
い
や
が
る
な
ど
、
悩
み
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
守
り
ま

す。
場
所
は
魚
津
市
教
育
セ
ン
タ
ー

宮
②
l
2
4
9
5

教
育
相
談
係
が
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

-
魚
津
市
科
学
展
覧
会

-
九
月
十
五
日
出

・
十
六
日
日

.
市
民
会
館
・
=
一
階

市
内
小

・
中
学
生
の
科
学
作
品
の
展

覧
会
が
、
市
教
委

・
市
校
長
会
の
主
催

で
九
月
十
五

・
十
六
の
両
日
市
民
会
館

で
行
わ
れ
ま
す
。
公
開
は
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。
多
数
の
皆
様

の
ご
来
場
、
お
待
ち
し
ま
す
。

-
富
山
県
警
察
官

(
高
校
卒
・
婦
人
)
募
集

富
山
県
警
察
で
は
、
男
子
高
校
卒
者

と
、
婦
人
警
察
官
の
募
集
を
行
っ
て
い

ま
す
。

マ
受
験
資
格

o高
校
卒
男
子
五
十
五
年
四
月
一

日
現
在
で
十
八
歳
以
上
、
二
十
八
歳
未

満
の
人
。

O
婦
人
五
十
五
年
四
月
一
日
現
在

で
十
八
歳
以
上
、
二
十
五
歳
未
満
の
人
。

マ
受
付
期
間

九
月
一
日

ω1九
月
二
十
九
日

ω

マ
試
験
日
、
場
所

十
月
二
十
八
日
側
、
富
山
市
立
芝
圏

中
学
校

。
詳
し
い
こ
と
は
、
魚
津
警
察
署
又
は
、

最
寄
り
の
派
出
所
、
駐
在
所
に
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。
(
宮
⑧
|
1
3
3
3
)

-
富
山
県
職
員
(
交
通
巡
視

員
)
採
用
試
験

|

|
受
付
は
九
月
八
固
ま
で
|

|

富
山
県
人
事
委
員
会
で
は
五
十
四
年

度
交
通
巡
視
員
の
採
用
試
験
を
次
の
よ

う
に
行
い
ま
す
。

マ
受
付
期
間
九
月
八
日

ωま
で

マ
受
験
資
格
昭
和
三
十
三
年
四
月
二

か
ら
三
十
七
年
年
四
月
一
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
女
子

マ
試
験
の
日
時
十
月
十
四
日
制
九
時

三
十
分
1
十
四
時
(
第
一
次
試
験
)

マ
受
験
場
所
富
山
中
部
高
等
学
校

高
岡
工
芸
高
等
学
校

マ
試
験
の
方
法
高
等
学
校
卒
業
程
度

マ
待
遇
初
任
給
七
九
、

0
0
0円

そ
の
他
諸
手
当

マ
受
験
申
込
手
続
な
ど

申
込
用
紙
請
求
先
、
受
験
申
込
先
及

び
問
合
せ
先
富
山
県
人
事
委
員
会

事
務
局
干
側
富
山
市
舟
橋
北
町
四
|

十
九
(
森
林
水
産
会
館
五
階
)

8
0
7
6
4
1
4
1
6
1
6
6
内
線
3

0
7
へ
ど
う
ぞ
。

-
私
製
の
電
話
帳
広
告
に
ご
注
意
グ

・

篭
電
公
社
と
は
全
く
関
係
の
な
い

業
老
が
、
電
電
公
社
と
ま
ぎ
ら
わ
し

い
名
前
を
つ
か
つ
て
、
私
製
の
電
話

帳
広
告
を
勧
誘
し
て
お
り
ま
す
。

-

勧
誘
に
は
、
電
電
公
社
の
電
話
帳

に
お
の
せ
に
な
っ
た
あ
な
た
の
広
告

を
切
り
ぬ
き
、
「
郵
便
振
替
用
紙
に

は
り
つ
け
て
広
告
料
金
を
請
求
し
た

り
、
直
接
訪
問
し
、
そ
の
場
で
料
金

を
請
求
す
る
」
と
い
っ
た
方
法
を
用

い
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
電
電
公

社
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

間
違
え
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い

0

・

電
電
公
社
の
電
話
帳
広
告
料
金
は

公
社
請
求
書
に
よ
り
電
話
料
と
い
っ

し
ょ
に
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

ご
不
審
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
宮
②

|
1
0
0
0
番
(
無
料
)
へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
電
報
電
話
局

-
電
気
配
線
無
料
診
断

九
月
中
に
次
の
地
区
の
無
料
診
断
を

行
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

吉
島
団
地
、
六
郎
丸
、
晴
ケ
丘
、

吉
島
東

く
わ
し
い
こ
と
は
、
次
へ
ど
う
ぞ

財
団
法
人
北
陸
電
気
保
安
協
会
富
山
支

部
魚
津
事
務
所
(
新
金
屋
一
丁
目
北
陸

電
力
側
魚
津
営
業
所
内
)

宮
②
|
1
6
5
5

10月1日

国民健康保険税

第2期分

納期限

。。
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その(30)ふるさとの文化財

布ふ

(施2
鉦

形谷三
文
化告白子
財 ........ν

ナ旨

昭
和
二
十
七
年
四
月
一
日

市
指
定

魚
津
市
(
西
布
施
地
区
)

及
び
黒
部
市
東
布
施
地
区

所
有
者
又

は
管
理
者

........ 
λヒ

所

在

布
施
谷
節
保
存
会

8-
一四〕

。紛

市の人口
(7月末現在)

日

赤
と
ん
ぼ
が
と
び
か
う
こ
ろ
、
田
の

w

畦
道
や
野
に
は
、
秋
の
草
花
を
ゆ
ら
し

布
施
谷
の
人
々
の
問
で
い
っ
と
も
な

者
な
が
ら
す
ず
し
い
風
が
そ
よ
ぎ
ま
す
。

し
に
作
ら
れ
歌
わ
れ
た
民
謡
で
、
江
戸

叫

暑
か
っ
た
夏
も
過
ぎ
、
自
然
も
、
人

時
代
の
は
じ
め
に
歌
わ
れ
た
民
謡
で
、

一
の
心
も
移
ろ
い
ゆ
く
季
節
の
中
で
、
あ

江
戸
時
代
の
は
じ
め
は
「
伊
酌
助
飯
」

内
な
た
は
:
:
:
?

何
事
も
ス
ム
ー
ズ
に
は
か
ど
る
快
適

と
い
っ
て
冠
婚
祝
儀
の
席
で
歌
わ
れ
て

3

山
な
気
候
で
す
。
健
全
な
精
神
は
健
全
な

い
た
が
、
江
戸
時
代
の
終
り
頃
か
ら
農

部ル
体
に
宿
る
と
い
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の

家
で
新
川
木
綿
が
盛
ん
に
織
ら
れ
る
よ

叩
秋
、
食
欲
の
秋
、
読
書
の
秋
で
す
。

う
に
な
る
と
糸
つ
む
ぎ
歌
と
し
て
歌
わ

嶋

思
い
思
い
の
計
画
を
た
て
、
実
り
あ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
秋
の
夜
長
に
う

判
る
日
々
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

す
暗
い
白
川
町
の
も
と
で
静
か
に
糸
を
つ

w

新
し
い
発
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
編

む
ぐ
糸
車
の
音
に
と
け
こ
ん
で
長
い
余

バ
集
部
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

韻
を
も
っ
布
施
谷
節
の
メ
ロ
デ

l
は
、

“

魚
津
市
釈
迦
堂

一
丁
目
十
番
一
号

当
時
の
人
々
の
心
に
郷
愁
を
感
ぜ
し
め

い

魚
津
市
企
画
広
報
室
広
聴
係

明

宮
内
線
2
3
8
番

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭
和
二
十
九
年
十
二
月
東
京
日
比
谷

公
会
堂
で
聞
か
れ
た
全
国
民
謡
大
会
に

富
山
県
代
表
と
し
て
出
場
し
、
第
一
位

L

の
栄
冠
を
い
と
め
、
素
朴
さ
の
中
に
も

m

豊
か
さ
の
あ
る
民
謡
と
し
て
認
め
ら
れ

問

た
。
今
も
な
お
人
々
の
心
の
中
に
生
き

…

つ
づ
け
て
い
る
。

200.75km' 

7.9km 

12，936戸

23，990人

25，780人

49，770人

臼刷/魚津印刷株式会社

市の面積

海岸線

世帯数

人口(男)

(女)

計

編集/企画広報室


